
【様式第１号】

連結貸借対照表
（令和 4年 3月31日現在）

（単位：円）

科目 金額 科目 金額

【資産の部】 【負債の部】
固定資産 78,782,659,980 固定負債 40,728,569,795 

有形固定資産 70,992,559,717 地方債等 26,820,337,815 
事業用資産 25,086,849,075 長期未払金 14,689,765 

土地 11,662,874,769 退職手当引当金 1,990,594,095 
立木竹 - 損失補償等引当金 - 
建物 24,649,436,269 その他 11,902,948,120 
建物減価償却累計額 △ 13,751,885,532 流動負債 2,587,050,459 
工作物 3,898,346,554 １年内償還予定地方債等 2,273,410,801 
工作物減価償却累計額 △ 2,591,008,885 未払金 67,183,290 
船舶 - 未払費用 - 
船舶減価償却累計額 - 前受金 - 
浮標等 - 前受収益 - 
浮標等減価償却累計額 - 賞与等引当金 187,672,829 
航空機 - 預り金 55,412,481 
航空機減価償却累計額 - その他 3,371,058 
その他 1,060,000 43,315,620,254 
その他減価償却累計額 △ 1,060,000 【純資産の部】
建設仮勘定 1,219,085,900 固定資産等形成分 83,865,314,250 

インフラ資産 44,188,732,790 余剰分（不足分） △ 40,336,552,282 
土地 6,335,571,146 他団体出資等分 - 
建物 3,332,594,691 
建物減価償却累計額 △ 1,601,588,999 
工作物 74,614,229,009 
工作物減価償却累計額 △ 40,523,288,448 
その他 - 
その他減価償却累計額 - 
建設仮勘定 2,031,215,391 

物品 5,139,778,114 
物品減価償却累計額 △ 3,422,800,262 

無形固定資産 1,737,647,111 
ソフトウェア 114,493,317 
その他 1,623,153,794 

投資その他の資産 6,052,453,152 
投資及び出資金 94,631,948 

有価証券 - 
出資金 85,706,000 
その他 8,925,948 

投資損失引当金 - 
長期延滞債権 141,187,008 
長期貸付金 2,297,600 
基金 5,815,549,489 

減債基金 - 
その他 5,815,549,489 

その他 14,723,399 
徴収不能引当金 △ 15,936,292 

流動資産 8,061,722,242 
現金預金 2,757,160,867 
未収金 206,788,381 
短期貸付金 - 
基金 5,082,654,270 

財政調整基金 4,686,318,575 
減債基金 396,335,695 

棚卸資産 24,544,455 
その他 614,749 
徴収不能引当金 △ 10,040,480 

繰延資産 - 43,528,761,968 
86,844,382,222 86,844,382,222 資産合計

負債合計

純資産合計
負債及び純資産合計
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【様式第２号】

連結行政コスト計算書
自　令和 3年 4月 1日
至　令和 4年 3月31日

（単位：円）

金額

経常費用 22,788,401,923 

業務費用 9,862,563,699 

人件費 2,908,551,151 

職員給与費 2,264,132,808 

賞与等引当金繰入額 186,489,964 

退職手当引当金繰入額 32,165,299 

その他 425,763,080 

物件費等 6,308,752,208 

物件費 3,301,210,954 

維持補修費 210,935,308 

減価償却費 2,790,032,740 

その他 6,573,206 

その他の業務費用 645,260,340 

支払利息 227,265,913 

徴収不能引当金繰入額 19,563,240 

その他 398,431,187 

移転費用 12,925,838,224 

補助金等 3,314,128,936 

社会保障給付 9,414,187,739 

他会計への繰出金 - 

その他 197,521,549 

経常収益 2,878,620,956 

使用料及び手数料 822,195,615 

その他 2,056,425,341 

純経常行政コスト 19,909,780,967 

臨時損失 123,892,878 

災害復旧事業費 - 

資産除売却損 120,330,812 

投資損失引当金繰入額 - 

損失補償等引当金繰入額 - 

その他 3,562,066 

臨時利益 9,100,212 

資産売却益 9,100,212 

その他 - 

純行政コスト 20,024,573,633 

科目
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【様式第３号】

（単位：円）

固定資産
等形成分

余剰分
（不足分）

他団体出資等分

前年度末純資産残高 41,444,067,388 82,494,582,158 △ 41,050,514,770 0 

純行政コスト（△） △ 20,024,573,633 △ 20,024,573,633 0 

財源 22,077,431,687 22,077,431,687 0 

税収等 13,770,699,516 13,770,699,516 0 

国県等補助金 8,306,732,171 8,306,732,171 0 

本年度差額 2,052,858,054 2,052,858,054 0 

固定資産等の変動（内部変動） 1,430,780,384 △ 1,430,780,384 

有形固定資産等の増加 2,990,417,156 △ 2,990,417,156 

有形固定資産等の減少 △ 2,907,470,263 2,907,470,263 

貸付金・基金等の増加 1,749,169,015 △ 1,749,169,015 

貸付金・基金等の減少 △ 401,335,524 401,335,524 

資産評価差額 - - 

無償所管換等 2,254,277 2,254,277 

他団体出資等分の増加 - - 

他団体出資等分の減少 - - 

比例連結割合変更に伴う差額 23,149,096 △ 54,292,585 77,441,681 

その他 6,433,153 △ 8,009,984 14,443,137 

本年度純資産変動額 2,084,694,580 1,370,732,092 713,962,488 0 

本年度末純資産残高 43,528,761,968 83,865,314,250 △ 40,336,552,282 0 

科目 合計

連結純資産変動計算書
自　令和 3年 4月 1日
至　令和 4年 3月31日
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【様式第４号】

連結資金収支計算書
自　令和 3年 4月 1日
至　令和 4年 3月31日

（単位：円）

金額

【業務活動収支】
業務支出 19,959,690,333 

業務費用支出 7,106,642,664 
人件費支出 2,946,441,615 
物件費等支出 3,509,280,241 
支払利息支出 227,265,913 
その他の支出 423,654,895 

移転費用支出 12,853,047,669 
補助金等支出 3,301,437,936 
社会保障給付支出 9,414,422,192 
他会計への繰出支出 - 
その他の支出 137,187,541 

業務収入 24,209,612,664 
税収等収入 13,459,998,394 
国県等補助金収入 7,868,722,904 
使用料及び手数料収入 823,676,243 
その他の収入 2,057,215,123 

臨時支出 - 
災害復旧事業費支出 - 
その他の支出 - 

臨時収入 3,659,000 
業務活動収支 4,253,581,331 
【投資活動収支】

投資活動支出 4,700,678,112 
公共施設等整備費支出 2,970,842,293 
基金積立金支出 1,708,327,222 
投資及び出資金支出 - 
貸付金支出 - 
その他の支出 21,508,597 

投資活動収入 1,103,915,963 
国県等補助金収入 437,248,150 
基金取崩収入 337,148,951 
貸付金元金回収収入 - 
資産売却収入 23,863,862 
その他の収入 305,655,000 

投資活動収支 △ 3,596,762,149 
【財務活動収支】

財務活動支出 2,449,197,566 
地方債等償還支出 2,428,269,305 
その他の支出 20,928,261 

財務活動収入 1,953,650,701 
地方債等発行収入 1,941,550,411 
その他の収入 12,100,290 

財務活動収支 △ 495,546,865 
本年度資金収支額 161,272,317 
前年度末資金残高 2,581,794,413 
比例連結割合変更に伴う差額 385,506 
本年度末資金残高 2,743,452,236 

前年度末歳計外現金残高 14,087,800 
本年度歳計外現金増減額 △ 379,169 
本年度末歳計外現金残高 13,708,631 
本年度末現金預金残高 2,757,160,867 

科目
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1　重要な会計方針

(1)　有形固定資産等の評価基準及び評価方法

①　有形固定資産･･････････････････････････････取得原価
　　ただし、開始時の評価基準及び評価方法については、次のとおりです。
　ア　昭和59年度以前に取得したもの･････････････････････再調達原価
　　ただし、道路、河川及び水路の敷地においては備忘価額1円としています。
　イ　昭和60年度以後に取得したもの
　　取得原価が判明しているもの････････････････取得原価
　　取得原価が不明なもの･･････････････････････再調達原価
　　　ただし、取得原価が不明な道路、河川及び水路の敷地は備忘価額1円としています。

②　無形固定資産･･････････････････････････････原則として取得原価
　　ただし、取得原価が不明なものは、再調達原価としています。

　連結対象団体については、それぞれの会計基準に基づき、有形固定資産等の評価を行っています。

(2)　有価証券等の評価基準及び評価方法

①　満期保有目的有価証券･･････････････････････償却原価法（定額法）
　
②　満期保有目的以外の有価証券
　ア　市場価格のあるもの･･････････････････････会計年度末における市場価格
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （売却原価は移動平均法により算定。）
　イ　市場価格のないもの･･････････････････････取得原価（又は償却原価法（定額法））
　
③　出資金
　ア　市場価格のあるもの･･････････････････････会計年度末における市場価格
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （売却原価は移動平均法により算定）
　イ　市場価格のないもの･･････････････････････出資金額

　連結対象団体については、それぞれの会計基準に基づき、有価証券等の評価を行っています。

(3)　棚卸資産の評価基準及び評価方法

　個別法による低価法
　連結対象団体については、それぞれの会計基準に基づき、棚卸資産の評価を行っています。

(4)　有形固定資産等の減価償却の方法

①　有形固定資産（リース資産を除きます。）･････････定額法
　　　なお、主な耐用年数は以下のとおりです。
　　　　建物　　 14年～50年
　　　　工作物　 10年～50年
　　　　物品 　　 2年～15年
　　ただし、一部の連結対象団体については定率法によっています。

②　無形固定資産（リース資産を除きます。）･････････定額法
　（ソフトウェアについては、庁内における見込利用期間（５年）に基づく定額法によっています。）

③　所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産（リース期間が1年以内のリース取引及び
　リース契約1件あたりのリース料総額が300万円以下のファイナンス・リース取引を除きます。）
　　　･･･････････自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法

　連結対象団体については、それぞれの会計基準に基づき、有形固定資産等の減価償却を行っています。

注　記
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(5)　引当金の計上基準及び算定方法

①　徴収不能引当金
　　未収金については、過去５年間の平均不納欠損率により徴収不能見込額を計上しています。
　　長期延滞債権については、過去５年間の平均不納欠損率により徴収不能見込額を計上しています。
　　長期貸付金については、過去５年間の平均不納欠損率により徴収不能見込額を計上しています。
②　退職手当引当金
　　期末自己都合要支給額を計上しています。
③　損失補償等引当金
　　履行すべき額が確定していない損失補償債務等のうち、地方公共団体の財政の健全化に関する法律に規定する
　将来負担比率の算定に含めた将来負担額を計上しています。
④　賞与等引当金
　　翌年度６月支給予定の期末手当及び勤勉手当並びにそれらに係る法定福利費相当額の見込額について、それぞ
　れ本会計年度の期間に対応する部分を計上しています。

　連結対象団体については、それぞれの会計基準に基づき、引当金を計上しています。

(6)　リース取引の処理方法

①　ファイナンス・リース取引
　　通常の売買取引に係る方法に準じた会計処理を行っています。
②　オペレーティング・リース取引
　　通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を行っています。

　連結対象団体については、それぞれの会計基準に基づき、会計処理を行っています。

(7)　連結資金収支計算書における資金の範囲

　現金（手許現金と要求払預金）及び現金同等物
　なお、現金及び現金同等物には、出納整理期間における取引により発生する資金の受払いを含んでいます。
　

(8)　採用した消費税等の会計処理

2　追加情報（財務書類の内容を理解するために必要と認められる事項）

(1)　連結財務書類の対象団体について

(2)　出納整理期間について

　地方自治法第235条の5に基づき、出納整理期間を設けられている団体においては、出納整理期間における現金の
受払い等を終了した後の計数をもって会計年度末の計数としています。
　なお、出納整理期間を設けていない団体と出納整理期間を設けている団体との間で、出納整理期間に現金の受払
い等があった場合は、現金の受払い等が終了したものとして調整しています。

　消費税等の会計処理は、税込方式によっています。
　連結対象団体については、それぞれの会計基準に基づき、会計処理を行っています。

　連結の方法は次のとおりです。
①　一部事務組合・広域連合は、各構成団体の経費負担割合等に基づき、比例連結の対象としていま
　す。

②　第三セクター等は、出資割合等が50%を超える団体（出資割合等が50%以下であっても業務運営に実
　質的に主導的な立場を確保している団体を含みます。）は、全部連結の対象としています。

会計名 区分 連結の方法 比例連結割合

甲府地区広域行政事務組合 一部事務組合 比例連結 14.27%

中巨摩地区広域行政事務組合 一部事務組合 比例連結 16.60%

三郡衛生組合 一部事務組合 比例連結 9.65%

山梨西部広域環境組合 一部事務組合 比例連結 9.50%

東八代広域行政事務組合 一部事務組合 比例連結 7.64%

山梨県市町村総合事務組合 一部事務組合 比例連結 3.98%

山梨県後期高齢者医療連合 広域連合 比例連結 2.86%

中央市農業振興公社 第三セクター等 全部連結 －

中央市社会福祉協議会 第三セクター等 全部連結 －
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